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李
賀
（
字
長
吉　

七
九
一
～
八
一
七
）
は
、
唐
代
の
詩
人
の
な
か
で
も

飛
び
ぬ
け
て
異
色
の
存
在
で
、
鬼
才
の
語
源
と
し
て
知
ら
れ
る
。
不
安

定
で
あ
っ
た
が
個
性
と
自
由
が
花
開
い
た
中
唐
と
い
う
時
代
に
、
わ
ず

か
二
十
七
年
と
い
う
短
い
人
生
を
駆
け
抜
け
た
彼
の
詩
篇
は
『
楚
辞
』

の
後
裔
と
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
底
な
し
の
絶
望
と
強
烈
な
自
己
主
張
に

彩
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
以
後
の
暗
い
時
代
に
お
い
て
中
国
知
識
人
の
急

進
的
な
人
々
に
読
ま
れ
続
け
た
。
近
代
に
お
け
る
魯
迅
や
詞
人
毛
沢
東

も
例
外
で
は
な
い
。

李
賀
の
作
品
は
、
縁
者
に
恨
み
を
か
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
伝
説

（
唐
張
固
『
幽
閑
鼓
吹
』）
も
残
る
が
、
珍
し
く
も
二
種
の
宋
版
が
現
存
す

る
。（
括
弧
内
は
本
書
で
の
略
称
）

①
李
賀
歌
詩
編
四
巻
集
外
詩
一
巻
（
宣
城
本
）
台
北
国
家
図
書
館
蔵

②
李
賀
文
集
四
巻
（
蜀
本
）
北
京
国
家
図
書
館
蔵

後
世
に
残
し
た
い
校
本
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い
ず
れ
も
影
印
本
が
出
て
い
る
。
前
者
は
一
九
七
一
年
に
線
装
本
で

出
版
さ
れ
た
が
現
在
で
は
入
手
が
比
較
的
困
難
で
あ
る
。
後
者
は
複
数

の
影
印
本
が
出
て
い
て
比
較
的
容
易
に
手
に
入
る
。
評
者
は
一
九
八
六

年
に
当
時
の
北
京
図
書
館
で
後
者
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。

野
原
氏
は
前
者
を
底
本
と
し
て
定
め
、（
許
可
を
得
て
）
そ
の
影
印
版

に
注
記
す
る
形
で
後
者
蜀
本
お
よ
び
以
下
の
諸
本
を
校
合
す
る
。

③
歌
詩
編
四
巻
（
蒙
古
本
）
四
部
叢
刊
影
印
本

④
歌
詩
編
四
巻
集
外
詩
一
巻
（
毛
本
）
汲
古
閣
唐
四
名
家
集

⑤
歌
詩
編
四
巻
集
外
詩
一
巻
（
馮
本
）
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

⑥
李
長
吉
集
一
巻
（
朝
鮮
本
）
国
立
公
文
書
館
蔵

⑦
唐
李
長
吉
歌
詩
四
巻
外
集
一
巻
（
巾
箱
本
）
台
北
国
家
図
書
館
蔵

⑧
李
長
吉
歌
詩
四
巻
（
楊
本
）
劉
須
渓
評
点
九
種
書
之
一

⑨
唐
李
長
吉
歌
詩
四
巻
外
集
一
巻
（
院
本
）
室
町
末
近
世
初
間
鈔
本

野
原
康
宏
編

李
賀
詩
集
校
本

（
全
2
冊
セ
ッ
ト
）
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⑩
唐
李
長
吉
歌
詩
四
巻
外
集
一
巻
（
林
本
）
林
羅
山
等
鈔
本

⑪
又
玄
集
三
巻
（
又
玄
集
）
昌
平
坂
学
問
所
板
本

⑫
才
調
集
十
巻
（
才
調
集
）
四
部
叢
刊
景
宋
写
本

⑬
文
苑
英
華
千
巻
（
英
華
）
中
華
書
局
影
印
宋
刊
配
明
刊
本

⑭
文
粋
一
百
巻
（
文
粋
）
四
部
叢
刊
影
印
元
刊
本

⑮
楽
府
詩
集
一
百
巻
（
楽
府
）
文
学
古
籍
刊
行
社
影
印
宋
刊
本

⑯
万
首
唐
人
絶
句
一
百
一
巻
（
絶
句
）
文
学
古
籍
刊
行
社
影
印

　

明
嘉
靖
刊
本

⑰
古
文
真
宝
前
集
三
巻
（
真
宝
）
通
行
本

⑱
唐
音
十
五
巻
（
唐
音
）
湖
北
先
生
遺
書
影
印
明
嘉
靖
刊
本

⑲
唐
詩
品
彙
九
十
巻
（
品
彙
）
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
万
暦
刊
本

⑳
詩
淵
六
冊
（
詩
淵
）
書
目
文
献
出
版
社
影
印
稿
本

㉑
天
厨
禁
臠
（
禁
臠
）
中
華
書
局
影
印
明
活
字
本

㉒
竹
荘
詩
話
（
竹
荘
）
中
華
書
局
排
印
本

㉓
詩
林
広
記
（
広
記
）
中
華
書
局
排
印
本

①
～
⑥
は
、
本
文
の
み
の
無
注
本
で
宋
代
の
刊
行
も
し
く
は
元
代
ま

で
の
翻
刻
で
あ
る
。
た
だ
し
⑥
は
十
五
世
紀
末
朝
鮮
の
所
謂
「
甲
辰
活

字
」
で
印
刷
さ
れ
た
古
活
字
本
で
、
詩
篇
が
分
類
さ
れ
一
巻
仕
立
て
の

孤
本
で
あ
る
。
古
い
テ
キ
ス
ト
の
翻
刻
で
あ
ろ
う
。
⑦
～
⑩
は
、
宋
代

呉
正
子
の
箋
注
・
劉
辰
翁
の
評
点
が
付
い
た
『
唐
李
長
吉
歌
詩
集
』
の

刊
本
と
鈔
本
で
あ
り
、文
政
元
年
（
一
八
一
八
年
）
の
「
官
板
李
賀
詩
集
」

は
⑩
に
基
づ
く
和
刻
本
で
あ
る
。
⑪
～
⑳
は
、
宋
～
明
以
前
の
刊
行
も

し
く
は
成
立
に
な
る
総
集
で
李
賀
の
作
品
を
掲
載
す
る
も
の
。
㉑
～
㉓

は
、
宋
代
に
数
多
い
詩
話
の
中
で
李
賀
の
作
品
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
に
、
底
本
と
の
異
同
調
査
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
の

は
二
十
二
種
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
宋
・
元
の
テ
キ
ス
ト
に
対

象
を
限
定
し
明
代
以
降
の
テ
キ
ス
ト
を
排
除
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

「
明
版
は
字
句
の
独
自
性
も
さ
り
な
が
ら
詩
篇
の
編
次
さ
え
大
幅
に
改

変
さ
れ
る
な
ど
信
憑
性
に
欠
け
」（
凡
例
）
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
判

断
は
正
し
く
、校
本
を
作
る
際
の
指
針
と
な
る
だ
ろ
う
。
余
談
な
が
ら
、

逆
に
そ
う
し
た
明
人
の
「
杜
撰
さ
」
に
こ
そ
、
古
典
熱
と
自
我
意
識
の

高
揚
と
い
う
明
代
特
有
の
文
学
情
況
を
考
え
る
視
点
が
存
在
す
る
よ
う

に
思
え
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
校
本
と
い
う
と
思
い
出
す
の
は
周
祖
謨
氏
の
校
勘
記
に

よ
る
「
沢
存
堂
﹃
広
韻
﹄
校
本
」
を
修
業
時
代
に
手
に
し
た
時
の
驚
き

で
あ
る
。
宋
本
の
韻
書
の
各
葉
に
複
数
個
所
の
誤
字
や
錯
脱
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
の
ち
一
九
九
三
年
、
台
湾
芸
文
印
書
館
刊
行
の
そ
の
書
に

周
先
生
の
識
語
を
頂
き
今
も
座
右
に
あ
る
。
現
在
見
う
る
最
も
古
い
刊

本（
し
か
も
辞
書
）に
あ
れ
だ
け
の
エ
ラ
ー
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、我
々

が
唐
詩
を
ど
れ
だ
け
ウ
ル
テ
キ
ス
ト
か
ら
離
れ
て
読
ん
で
い
る
の
か
、

と
戸
惑
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
揚
州
の
人
々
の
清
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朝
へ
の
怨
念
が
然
ら
し
め
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ぬ
『
全
唐
詩
』
の
杜
撰

さ
で
あ
ろ
う
。

異
同
の
例
を
二
三
挙
げ
れ
ば
、「
雁
門
太
守
行
」
の
第
二
句
「
甲
光

向
日
金
鱗
開
」
の
「
日
」
は
、底
本
・
蜀
本
両
宋
本
と
も
「
月
」
に
作
る
。

第
五
句
に
「
夜
紫
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
こ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
が
、第
一
句
の
「
黒
雲
」
の
語
と
齟
齬
を
き
た
す
。「
李
憑
箜
篌
引
」

第
六
句
「
芙
蓉
露
泣
香
蘭
笑
」
の
「
露
泣
」
は
、
蜀
本
・
蒙
古
本
・
呉

注
本
等
多
く
「
泣
露
」
に
作
る
が
、
句
造
り
と
第
五
句
と
の
対
偶
性
か

ら
し
て
底
本
が
正
し
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
す
で
に
荒
井
健
著
『
李

賀
』（
中
国
詩
人
選
集
）で
校
訂
選
択
さ
れ
て
い
る
例
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

校
本
は
い
わ
ば
基
礎
・
土
台
で
あ
り
、
注
釈
や
解
釈
は
、
そ
の
上
に
載

る
建
築
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、本
書
が
明
代
曾
益
の
『
李
賀
詩
解
』

や
清
朝
王
琦
の
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
な
ど
明
以
降
の
注
釈
書
の
本
文

を
校
勘
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
の
は
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
校
本
が
世
に
出
る
ま
で
に
は
想
像
以
上
の
年
月
が
必
要
だ
っ

た
。
編
者
野
原
氏
は
現
在
私
塾
を
経
営
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
氏
の
二
十
年
に
わ
た
る
サ
イ
ト
「
喫
煙
日
記
」
の
ブ
ロ

グ
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
こ
の
校
本
は
氏
が
神
戸
大
学
の
院
生
だ
っ
た

頃
か
ら
師
と
仰
い
で
い
る
荒
井
健
京
都
大
学
教
授
（
現
名
誉
教
授
）
に

勧
め
ら
れ
て
作
成
を
思
い
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
校
本
作
成
に
は
、
ま

ず
底
本
を
ど
れ
に
す
る
か
、
そ
し
て
異
同
調
査
の
対
象
を
ど
こ
ま
で
と

す
る
か
、
手
元
の
資
料
と
コ
ピ
ー
で
き
る
資
料
を
揃
え
、
コ
ピ
ー
で
き

な
い
資
料
は
所
蔵
先
に
出
向
い
て
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
文
字
の
評
価
、
字
体
の
違
い
を
ど
こ
ま
で
採
る
か
。

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
ど
う
記
録
し
整
理
し
て
ゆ
く
か
。
テ
キ
ス

ト
の
氏
素
性
の
確
認
か
ら
し
て
余
程
の
知
識
と
鑑
識
力
、
そ
れ
に
他
分

野
の
専
門
家
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。
野
原
氏
の
二
十
年
を
越
え
る
絶

え
ざ
る
努
力
を
支
え
続
け
ア
ド
バ
イ
ス
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
が
荒
井

教
授
だ
っ
た
。
卑
見
で
は
、
監
修
者
と
し
て
名
を
加
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
さ
え
思
う
。
本
書
の
「
凡
例
」
を
一
読
し
て
の
感
想
で
あ
る
。

長
い
年
月
を
か
け
て
野
原
氏
の
息
の
長
い
作
業
が
続
い
た
が
、
一
昨

年
よ
う
や
く
出
版
の
目
途
が
つ
き
、
学
術
振
興
会
に
出
版
助
成
の
申
請

が
出
さ
れ
た
。
出
版
社
の
指
示
ど
お
り
申
請
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
不
運

に
も
不
採
用
と
な
っ
た
。
普
通
な
ら
こ
こ
で
長
年
の
努
力
も
水
の
泡
と

な
る
は
ず
だ
っ
た
。
決
し
て
大
き
な
篇
幅
の
書
物
で
は
な
い
が
、
す
べ

て
を
出
版
社
に
委
ね
て
の
自
費
出
版
は
個
人
の
資
力
で
お
い
そ
れ
と
実

現
で
き
る
も
の
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
野
原
氏
は
早
い
時
期
か
ら
マ
ッ

キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
手
で
、
職
業
柄
最
新
の
マ
ッ
ク

を
駆
使
し
て
い
た
の
で
、
組
版
ソ
フ
ト
の
テ
フ
（T

eX

）
の
マ
ッ
ク
版

を
使
っ
て
製
版
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
テ
フ
は
一
九
七
○
年
代
に

数
学
者
ク
ヌ
ッ
ス
氏
が
数
式
を
美
し
く
印
刷
す
る
た
め
に
公
開
О
Ｓ
の

ユ
ニ
ッ
ク
ス
（U

nix

）
で
開
発
し
た
組
版
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
現
在
で
は
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開
発
が
進
み
、
他
の
О
Ｓ
そ
し
て
多
く
の
言
語
で
組
版
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。
縦
書
き
も
可
能
と
な
り
、
野
原
氏
は
底
本
の
写
真
版
に
行
数

を
入
れ
、
脚
注
の
形
で
諸
本
の
異
同
を
記
す
体
裁
を
と
る
こ
と
が
で
き

た
。
当
初
、
J

　

I
　

S
漢
字
コ
ー
ド
第
一
～
第
三
水
準
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
か
っ
た
字
形
︵
フ
ォ
ン
ト
︶
も
、
ユ
ニ
コ
ー
ド
（U

nicode

）
が
開

発
さ
れ
て
世
界
中
で
使
わ
れ
た
数
万
字
の
漢
字
表
記
が
可
能
に
な
っ
た

の
で
、「
発
音
意
味
不
詳
」
の
文
字
ま
で
も
使
え
る
こ
と
と
な
り
、
自

費
出
版
が
な
ん
と
か
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
校
本
の
副
産

物
と
し
て
の
「
索
引
篇
」
は
、
異
文
か
ら
も
検
索
で
き
る
李
賀
詩
集
の

コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
と
し
て
研
究
に
資
す
る
書
と
な
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
の
発
展
と
、
野
原
氏
の
才
能
と
努
力
が
こ
の
校
本
と
な
っ
て
陽

の
目
を
見
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
た
だ
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
校
本
は

あ
く
ま
で
も
研
究
の
基
礎
・
土
台
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
建
築
す
る
の

は
未
来
の
人
々
で
あ
る
。
短
時
間
で
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
昨
今
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
を
築
く
こ
と
に
ひ
と
つ
の
手
本
を
示
し

た
こ
の
校
本
を
一
冊
で
も
多
く
後
世
に
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
な
お

若
干
の
訂
正
が
上
記
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

（
も
り
せ
・
と
し
ぞ
う　

関
西
大
学
名
誉
教
授
）
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